
赤井川村地域公共交通活性化協議会【第３回】 

 

 

日 時  令和２年１２月３日（木） 

     午前１０時３０分 

場 所  赤井川村役場 第３会議室 

 

 

１．開 会 

 

２．会長挨拶 

 

３．説明・協議事項 

 （１）赤井川村・余市間 市町村運営有償運送（交通空白輸送）の運行状況

について 

 （２）北海道中央バスの運行状況について 

（３）赤井川村地域公共交通計画策定支援業務の中間報告について 

 （４）赤井川村生活支援体制整備事業協議体からの情報提供について 

  

  



（１）赤井川村・余市間 市町村運営有償運送（交通空白輸送）の運行状況に

ついて 

 ○運行状況 

  令和元(2019)年 12月 1日～令和２(2020)年 11月 30日 

月 別 運行日数 乗車人員 １日平均 １便平均 空車率 

１２月 ５日 

(40便) 

４２人 8.4 1.1人 19/40 

47.5% 

１月 ５日 

(40便) 

５１人 10.2人 1.3人 19/40 

47.5% 

２月 ６日 

（48便） 

５３人 8.8人 1.1人 19/48 

39.6% 

３月 ６日 

（48便） 

２９人 4.8人 0.6人 28/48 

58.3% 

４月 ５日 

(40便) 

２２人 4.4人 0.6人 25/40 

62.5% 

５月 ８日 

(64便) 

２７人 3.4人 0.4人 42/64 

65.6% 

６月 ４日 

(32便) 

４０人 10.0人 1.3人 16/32 

50.0% 

７月 ６日 

(48便) 

６４人 10.7人 1.3人 22/48 

45.8% 

８月 ９日 

(72便) 

１０６人 11.8人 1.5人 24/72 

33.3% 

９月 ６日 

（48便） 

５２人 8.7人 1.1人 17/48 

35.4% 

１０月 ４日 

(32便) 

３４人 8.5人 1.1人 12/32 

37.5% 

１１月 ７日 

（56便） 

４９人 7.0人 0.9人 21/56 

37.5% 

計 ７１日 

(568便) 

５６９人 8.0人 1.0人 264/568 

46.7% 

 

  



    

（２）北海道中央バスの運行状況について 

   〇運行状況 

     資料１のとおり 

 

 

 

（３）赤井川村地域公共交通計画策定支援業務の中間報告について 

   〇資料２のとおり 

 

 

 

（４）赤井川村生活支援体制整備事業協議体からの情報提供について 

   〇資料３参照 

   赤井川村生活支援体制整備事業協議体より、村内高齢者交通の現実と問題点を整理

した資料を本協議会に提供を受けております。また、協議体として地域の移動を支え

る取り組みを検討していくことが示されています。 

  ＜資料のポイント＞ 

   １ 家庭内、近隣に交通手段を持ち得ない高齢者世帯の現状ヒアリング 

     〇17 世帯中 11 世帯が通院、買い物においてバスを利用 

     〇バス利用の不便な点として共通して見受けられる事項 

バス終着点である余市駅からの移動 

帰りの便までの待ち時間 

   ２ 生活支援体制整備事業協議体からの公共交通に対する提案 

     〇新しい赤井川村独自の交通 

      ・みんなで利用してみる ・交通を使うイベント 

      ・観光への利用 

   ３ 生活支援体制整備事業協議体として検討していく事項 

     〇冬期間のカルデラ温泉の送迎等「ちょっとした」住民同士の支え合いを検討 

 

  ＜参考＞ 

   赤井川村生活支援体制整備事業協議体構成機関 

   ・配食ボランティアの会 ・社会福祉（民生）委員協議会 

・グループホームアマランス ・地域包括支援センター ・赤井川駐在所 

・赤井川消防 ・村商工会 ・村介護保険課、保健福祉課 ・村診療所 

・社会福祉協議会 ・生活支援コーディネーター 


